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と ANP 測定値の関係を評価した。-70℃で保存した血漿 ANP 濃度は、14 日後もベース
ライン(BL)と同等であり、-20℃で保存した血漿 ANP 濃度は、7 日後まで BL と同等で
あった。一方、4℃で保存した血漿 ANP 濃度は継日的に減少し、1 日後には BL 値の
93.3%、7日後には 57.6%、14日後には 18.0%であった。以上のことから、ネコ ANPを
測定する際には血液サンプルにアプロチニンの添加が必要であり、血漿サンプルは-
20℃以下で直ちに保存し、7日以内に測定する必要性が明らかになった。 
【第 2 章】第 2 章では、血中 ANP 濃度に対する血行動態の影響を精査するために、全
身麻酔下の健康猫の血圧と血中 ANP 濃度の関係を解析した。麻酔前に比べて、全身麻
酔後には血圧ならびに血漿 ANP濃度が有意に低下した。また、血漿 ANP 濃度は収縮期
血圧 (r = 0.59)ならびに平均血圧 (r = 0.56) と有意に相関していた。この研究から、ネ
コ血漿 ANP 濃度は動脈圧の影響を受けている可能性が明らかになり、ネコの興奮状態
は血中 ANP濃度に影響することが推察される。 
【第 3 章】第 3 章では、健康猫 (78 匹)と心筋症猫 (83 匹)の血中 ANP 濃度を測定し、
ANP を用いた心筋症の診断ならびに重症度評価の診断精度を解析した。心筋症猫は左
心房拡大を伴わない無症候群、左心房拡大を伴う無症候群、心不全群の猫 3群に分けた。
対照群の血漿 ANP濃度は 43.3 (四分位範囲、33.0–56.3) pg/mLであった。対照群と比較
して、血漿 ANP 濃度は左心房拡大を伴う無症候群および心不全群で有意に増加してい
た。ROC 解析では、心筋症猫を検出するための血漿 ANP 濃度のカットオフ値は>77.5 
pg/mL であり、感度は 66.3%、特異度は 84.6%であった。左心房拡大を有する心筋症猫
を区別するための血漿 ANP 濃度のカットオフ値は 110.9 pg/mL であり、感度は 73.6%、
特異度は 93.5%であった。さらに、心不全猫を区別するためのカットオフ値は 118.6 
pg/mLであり、感度は 85.2%、特異度は 85.1%であった。ROC曲線下面積は、それぞれ
0.80, 0.86, 0.87であった。この研究から、ネコ血漿 ANP濃度は心筋症の重症度を反映し








漿 ANP 濃度のカットオフは 77.5 pg/mL、左心房拡大を有する心筋症猫を同定するため




























研究の成果   






最後に、4℃で保存した血漿 ANP 濃度は 1 日後には大幅な減少を示したが、-20℃および












漿 ANP 濃度のカットオフ値は 110.9 pg/mL であり、中等度の感度 (73.6%)と高い特異度 
(93.5%)が認められた。さらに、心不全猫を区別するためのカットオフ値は 118.6 pg/mL
であり、良好な感度 (85.2%)と特異度 (85.1%)が認められた。これらの結果から、ネコ血
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